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も
「
富
士
山
観
光
や
登
山
」
は
人
気
沸
騰
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
登
山
に
は
、
そ
れ
な
り
の
装
備
、

覚
悟
、
体
力
が
必
要
だ
が
、
比
較
的
楽
に
登
れ
る
富
士
山
で
の
、
ご
来
光
や
独
立
峰
ゆ
え
の
素
晴

ら
し
い
景
観
、
富
士
五
湖
な
ど
自
然
に
触
れ
合
え
る
こ
と
が
魅
力
で
、
多
く
の
人
々
が
富
士
山
を

目
指
し
て
い
る
。
富
士
五
湖
や
富
士
山
周
辺
の
湧
水
群
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
水
資
源
の
面

か
ら
見
た
富
士
山
を
俯
瞰
し
て
み
た
い
。

１
．
富
士
山
の
成
り
立
ち

　

富
士
山
と
は
４
つ
の
火
山
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
総
称
で
あ
る
。
①
小
御
岳
火
山
、
お
よ
そ
20

～
10
万
年
前
、
現
在
の
富
士
山
の
や
や
北
側
に
小
御
岳
（
こ
み
た
け
）
火
山
が
誕
生
し
、
周
辺
の

愛
鷹
山
（
あ
し
た
か
や
ま
）
や
箱
根
山
な
ど
の
火
山
も
噴
火
し
、
大
量
の
噴
出
物
が
地
表
に
積
も

っ
た
。
現
在
こ
の
火
山
の
頭
部
が
富
士
山
北
斜
面
５
合
目
（
標
高
２
，３
０
０
メ
ー
ト
ル
）
の
小

御
岳
付
近
に
出
て
い
る
。
②
古
富
士
火
山
、
10
万
年
ほ
ど
前
に
小
御
岳
火
山
の
中
腹
で
新
し
い
火

山
（
古
富
士
火
山
）
が
噴
煙
を
上
げ
富
士
山
原
型
の
誕
生
と
な
り
、
さ
ら
に
古
富
士
火
山
は
爆
発

的
な
噴
火
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
大
量
の
ス
コ
リ
ア
（
溶
岩
を
除
く
暗
色
の
火
山
砕
屑
物
）、
溶

岩
、
火
山
灰
を
噴
出
し
、
小
御
岳
の
大
部
分
と
愛
鷹
山
の
北
半
分
を
埋
め
尽
く
し
、
さ
ら
に
高
く

そ
び
え
る
火
山
（
標
高
約
３
，０
０
０
メ
ー
ト
ル
）
に
成
長
し
た
。
③
新
富
士
火
山
、
お
よ
そ
１

万
年
前
か
ら
現
在
の
富
士
山
（
新
富
士
火
山
）
が
噴
火
成
長
し
、
そ
の
噴
火
で
は
溶
岩
流
、
火
砕

流
、
ス
コ
リ
ア
、
火
山
灰
、
山
体
崩
壊
、
側
火
山
噴
火
な
ど
の
諸
現
象
が
発
生
し
て
お
り
、
噴
火

の
デ
パ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
度
重
な
る
噴
火
に
よ
り
美
し
い
円
錐
形
を
し
た
現

在
の
富
士
山
が
誕
生
し
た
。
④
先
小
御
岳
（
せ
ん
こ
み
た
け
）
火
山
、
長
い
間
富
士
山
は
前
述
の

　

日
本
の
最
高
峰
で
巨
大
な
活
火
山
で
あ
る
富
士
山
は
、
２
０
１
３
年
に
「
富
士
山
―
信
仰
の
対

象
と
芸
術
の
源
泉
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
構
成
遺
産
は
、「
山
頂
の
信

仰
遺
跡
群
、
歴
史
あ
る
登
山
道
、
山
麓
の
神
社
、
湖
や
滝
、
人
穴
冨
士
講
遺
跡
、
三
保
の
松
原
な

ど
」
が
含
ま
れ
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
、
外
国
人
か
ら
「
一
度
は
登
り
た
い
富
士
山
」
と
世
界
中

の
人
々
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
筆
者
が
国
連
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
勤
務
の
時
も
、
各
国
の
外

交
官
か
ら
「
富
士
山
に
登
る
に
は
何
日
か
か
る
？
と
か
ア
ク
セ
ス
の
方
法
は
？
」
と
多
く
の
質
問

を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
海
か
ら
見
て
聳
え
立
つ
現
代
の
富
士
山
・
写
真
だ
け
で
は
な
く
、
江

戸
時
代
の
浮
世
絵
師
、
葛
飾
北
斎
の
「
富
岳
百
景
や
富
岳
三
十
六
景
」
が
、
多
く
の
人
を
引
き
付

け
て
い
る
。
今
年
の
３
月
、
米
国
人
の
浮
世
絵
収
集
家
（
元
大
学
教
授
）
が
保
有
し
て
い
た
「
富

岳
三
十
六
景
、
全
46
作
品
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
競
売
に
か
け
ら
れ
、
５
億
円
超
で
落
札
さ
れ
た
ニ

ュ
ー
ス
も
伝
え
ら
れ
た
。（
落
札
者
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
）
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外
国
人
に
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と
な
り
、
麓
ま
で
流
れ
下
り
、
日
量
約
５
０
０
万
ト
ン
の
地
下
水
が
富
士
山
周
辺
で
湧
水
と
な
っ

て
い
る
。

⑵　

湧
水
の
年
齢
は

　

水
の
年
齢
は
、
放
射
性
同
位
元
素
の
半
減
期
を
利
用
し
測
定
し
て
い
る
。
放
射
性
核
種
は
ト

リ
チ
ウ
ム
（
３
Ｈ
，
半
減
期
12
・
３
年
）、
炭
素
（
１
４
Ｃ
、
同
５
７
３
０
年
）、
塩
素
（
36
Ｃ

Ｌ
、
30
万
年
）
な
ど
で
あ
る
が
、
数
年
か
ら
１
０
０
年
ま
で
測
定
で
き
る
ト
リ
チ
ウ
ム
が
多
く

使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
測
定
結
果
に
よ
る
と
柿
田
川
湧
水
は
数
10
年
か
ら
１
０
０
年
、
忍
野
八

海
は
数
10
～
20
年
以
上
、
湧
玉
池
湧
水
は
40
～
50
年
、
三
島
溶
岩
中
の
地
下
水
は
１
０
０
年
程

度
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
水
年
齢
は
測
定
場
所
や
採
水
時
期
に
よ
り
、
か
な
り
バ
ラ
ツ
キ
が
存

在
し
て
い
る
。
平
均
値
で
は
富
士
山
頂
に
雨
が
降
っ
て
か
ら
麓
に
湧
き
出
る
ま
で
、
約
15
年
と

言
わ
れ
て
い
る
。

⑶　

湧
水
の
不
思
議

　

日
量
１
２
０
万
ト
ン
の
湧
水
で
満
た
さ
れ
て
い
る
静
岡
県
清
水
町
の
柿
田
川
（
日
本
で
最
も
短

い
一
級
河
川
）
は
四
万
十
川
（
高
知
県
）
や
長
良
川
（
岐
阜
県
）
と
並
び
日
本
三
大
清
流
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
年
間
を
通
じ
、
同
じ
水
温
（
約
15
℃
）
を
保
っ
て
い
る
の
は
柿
田
川
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
熱
源
は
地
下
の
マ
グ
マ
で
あ
り
、
い
ま
な
お
富
士
山
は
活
火
山
の
証
拠
で
も
あ
る
。
一
方
、

柿
田
川
湧
水
の
水
質
、
例
え
ば
、
汚
れ
の
指
標
を
示
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
も

常
に
１
mg
／
Ｌ
以
下
で
あ
り
、
水
道
１
級
A
A
型
の
極
め
て
清
浄
な
水
源
を
示
し
て
い
る
。

３
つ
の
火
山
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
東
京
大
学

地
震
研
究
所
が
実
施
し
た
深
度
掘
削
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
最
古
と
考

え
ら
れ
て
い
た
小
御
岳
の
下
に
、
数
10
万
年
以
前
に
活
動
し
た
火
山
の
有

る
こ
と
が
判
明
し
、
先
小
御
岳
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
富
士
山

は
４
つ
の
火
山
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

２
．
富
士
山
は
22
億
ト
ン
の
水
ガ
メ
で
あ
る

　

富
士
山
へ
の
年
間
降
水
量
（
雪
・
あ
ら
れ
は
溶
か
し
て
水
換
算
）
は
約

25
億
ト
ン
で
３
億
ト
ン
は
地
表
面
付
近
で
蒸
発
し
、
約
22
億
ト
ン
の
水
が

富
士
山
に
浸
み
込
ん
で
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
で
は
22
億
ト
ン
の
水

量
と
は
、
ど
の
く
ら
い
か
？
例
え
ば
日
本
最
大
の
徳
山
ダ
ム
（
岐
阜
県
）

の
総
貯
水
量
は
６
億
６
千
万
ト
ン
（
富
士
山
・
保
有
水
量
の
３
割
）、
有

名
な
黒
四
ダ
ム
（
富
山
県
）
総
貯
水
量
は
約
２
万
ト
ン
な
の
で
、
富
士
山

の
保
有
水
量
は
、
黒
四
ダ
ム
11
個
分
の
水
量
で
あ
る
。

⑴　

富
士
山
の
水
は
ど
こ
に
溜
ま
っ
て
い
る
の
か

　

そ
の
昔
は
富
士
山
の
下
に
お
盆
の
よ
う
な
地
下
水
湖
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、
古
富
士
は
不
透
水
層
で
出
来
て
お
り
、
そ
の
上
の
新
富
士

の
地
層
は
、
透
水
性
が
良
く
、
ま
た
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
空
隙
率
が
大
き

い
の
で
、
雨
水
等
は
す
ぐ
に
地
下
浸
透
し
、
古
富
士
と
の
表
面
で
地
下
水
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３
．
富
士
山
が
噴
火
し
た
ら
…
住
民
80
万
人
が
避
難

　

富
士
山
の
最
後
の
大
噴
火
は
、
今
か
ら
３
０
０
年
程
前
の
１
７
０
７
年
「
宝
永
の
大
噴
火
」
で

あ
る
。
地
質
年
代
か
ら
言
え
ば
、
３
０
０
年
も
一
瞬
の
瞬
き
に
過
ぎ
な
い
。
い
つ
噴
火
し
て
も
お

か
し
く
な
い
富
士
山
で
あ
る
。
で
は
噴
火
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
？

⑴　

噴
火
の
直
接
被
害
…
80
万
人
が
避
難
対
象

　
「
富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
」
の
資
料
で
は
、
富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
、
溶
岩
流
、
大

き
な
噴
石
の
飛
来
、
火
砕
流
な
ど
の
影
響
が
直
接
及
ぶ
可
能
性
の
あ
る
自
治
体
は
３
県
（
静
岡
、

山
梨
、
神
奈
川
）
の
27
市
町
村
の
住
民
約
80
万
人
が
避
難
対
象
に
な
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑵　

火
山
灰
の
影
響
…
イ
ン
フ
ラ
壊
滅
状
態
に

　

マ
グ
マ
の
中
に
は
、
水
が
含
ま
れ
て
お
り
、
噴
火
の
途
中
で
水
が
気
泡
に
な
り
、
空
気
が
抜
け
れ

ば
「
溶
岩
流
」
と
な
り
、
気
泡
が
抜
け
な
い
ま
ま
地
表
付
近
に
来
る
と
、
溜
ま
っ
て
い
た
高
い
圧
力

に
よ
り
爆
発
的
な
噴
火
に
な
り
、
粉
々
に
な
っ
た
マ
グ
マ
が
噴
出
し
、
拡
散
す
る
の
が
「
火
山
灰

（
直
径
２
ミ
リ
以
下
）」
で
あ
る
。
３
０
０
年
程
前
の
「
宝
永
噴
火
」
で
は
、
推
定
17
億
ト
ン
の
火
山

灰
が
拡
散
し
、
人
々
の
生
活
や
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
江
戸
に
も
火
山
灰
が
降
っ
た
。

火
山
灰
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、
P
M
２
・
５
と
同
じ
よ
う
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
し
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

ま
ず
火
山
灰
の
３
大
特
徴
は

　

・
粒
子
が
細
か
く
、
硬
く
と
が
っ
て
い
る

　

・
水
を
含
む
と
電
気
を
通
す
（
硫
化
物
を
含
む
の
で
酸
性
、
電
解
質
）

　

・
水
を
含
む
と
固
ま
る
（
モ
ル
タ
ル
成
分
を
含
む
）

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
代
表
格
、
電
力
供
給
で
は
、
火
山
灰
に
よ
り
大
規
模
な
停
電
が
発
生
す
る
。
火

山
灰
と
一
緒
に
雨
が
降
る
と
、
火
山
灰
の
重
み
で
電
線
切
断
や
絶
縁
体
（
碍
子
）
に
火
山
灰
が
付

き
漏
電
事
故
が
多
発
し
、
電
力
供
給
が
止
ま
り
す
べ
て
の
社
会
活
動
に
大
き
な
影
響
が
出
る
。

　

浄
水
場
で
は
、
火
山
灰
が
河
川
に
入
り
、
原
水
濁
度
が
高
く
な
り
、
ろ
過
が
出
来
な
く
な
り
断

水
が
起
こ
る
。
ま
た
下
水
処
理
場
で
も
、
大
量
の
火
山
灰
が
流
入
す
る
と
本
来
の
微
生
物
に
よ
る

浄
化
が
不
可
能
に
な
り
、
ま
た
下
水
管
が
、
大
量
の
火
山
灰
で
詰
ま
る
な
ど
、
ト
イ
レ
も
使
え
な

い
状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
富
士
山
噴
火
に
際
し
、
最
も
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ

す
「
厄
介
者
」
が
「
火
山
灰
」
で
あ
る
。
富
士
山
が
噴
火
す
る
と
火
山
灰
は
、
上
空
１
万
メ
ー
ト

ル
の
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に
乗
り
、
わ
ず
か
３
時
間
で
首
都
圏
に
降
灰
す
る
予
測
が
出
て
い
る
。

さ
い
ご
に

　

富
士
山
の
地
下
水
を
、こ
れ
か
ら
ど
う
守
る
の
か
、多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。新
富
士
火
山

は
非
常
に
水
を
通
し
や
す
い
地
層
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、大
気
中
の
有
害
物
質
も
雨
や
雪
で
降
り
注

ぎ
、ま
た
多
く
の
観
光
施
設
か
ら
の
排
水
、廃
棄
物
も
水
質
汚
染
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。地
下
水
は

「
限
り
あ
る
、そ
の
地
域
が
保
有
す
る
天
然
資
源
」
で
あ
る
と
い
う
、強
い
認
識
を
国
民
全
体
が
持
ち

続
け、
将
来
に
わ
た
っ
て
富
士
山
の
豊
富
で
清
廉
な
水
の
恵
み
を
、次
世
代
の
人
々
に
受
け
継
ぐ
た

め
に
、そ
の
水
量
と
水
質
の
保
全
に
向
け
て
、地
道
な
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

カレント寄稿

カ
レ
ン
ト
年
間
購
読
は
コ
チ
ラ
⇨


